書評 どのような教育実践を目指すのかという絶え間ない問いと葛藤 金井香里(2012).『ニューカマーの子どものいる教室-教師の認知と思考』 勁草書房. by 本間 祥子























































1　本書では，公立小学校に勤務する 6 名の教師に着目し，各教師の勤務する学校においてほぼ週 1 回
の参与観察（教室内外，休み時間等も含む）と，ビデオカメラによる録画を行い，データを収集して
いる。また，1 か月～ 2 か月に一度の頻度で教師を対象としたフォーマルおよびインフォーマルなイ
ンタビューを実施している。






































stories：Clandinin & Connelly, 1996）」）を考慮する一方で，学級経営という自らの「履行すべ
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